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　この会の存在を聞いたとき、先を見通す力が希薄

な私は経験豊かな先生方の話を是非聞くべきだと思

い迷わず参加させていただくことにした。　

　当日会場に入った瞬間は若い先生が少ないことに

驚き残念に感じたが、そんな気持ちはすぐに雲散霧

消した。

　普段は指導者の立場でおられる先生方が聴講者と

して目を輝かし、会の開始を今か今かと待ちわびて

いる光景を目にしたからだ。

　私も一言一句逃すまいと気合を入れて席に着いた。

　雨宮喜久男先生、相浦洲吉先生、小嶋榮一先生、

井汲勝行先生が語られた金言、金句は感動すら覚え

るものであり、そして何より昔も今も変わらぬ医療

に対する情熱は人の心を強く打つものであった。

　その後の懇親会でも講師の先生方の周りにまだ話

が聞きたい人が集まり、終始温かい雰囲気で溢れて

いた。

　私の好きなアスリートの「乗るべき列車は一度

しか通らない」という言葉がある。まさにこの会は

私にとってはそんな千載一遇のチャンスであった。

　このような素晴らしい会に参加させていただいた

ことを、すべての関係者の方に厚く御礼申し上げる。

長老の話を聞く会

昔も今も変わらぬ
医療に対する情熱
日時：平成29年1月9日(月)
場所：講演会　都市センターホテル、懇親会　赤坂四川飯店

北山　徹（東京都）




